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【科目】離散数学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・学年共通
【担当教員】

藤田 慎也

【授業目標・教育方針】
離散数学についての入門的講義を行ない、当該分野の考え方に慣れることを目標とする。
離散数学は情報工学といった応用分野においても重要な役割を果たしており、数学の工学への応用について新たな視
点から眺める良い機会になると思う。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
数え上げ、グラフ理論、離散幾何といった離散数学の主要な分野の話題をいくつかピックアップして概説する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：離散数学への招待（上・下）：J. マトウシェク，J. ネシェトリル：シュプリンガー東京：4431708960

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【備考】
隔年開講科目。
本科目の履修を希望する学生は、本科 4 年次における応用数学Ⅰを履修していることが望ましい。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：80%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：離散数学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ～ 2 計算量とアルゴリズム 計算量
アルゴリズム

3 ～ 6 数え上げ 鳩ノ巣原理
包除原理
ダブルカウンティング

7 ～ 10 グラフ理論入門 グラフの基本的性質
オイラー回路
ハミルトン閉路
連結度

11 ～ 12 確率論的証明手法 確率の組合せ的問題への応用
13 ～ 14 応用 オンラインアルゴリズム

競合比解析
離散幾何

15 定期試験
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